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エンジン ヤ ン マ ー T F - 8 ポ ン プ 東 邦 B G - 3総 掘 進 長  12.00m
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0.00～0.05ｍはアスファルト。

礫混じり砂質土。

礫は径1～2㎝程度。

所々シルトを含む。

盛
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均質なシルト。

含水比は中位～高く、粘性度は中

位。

非常に軟質で、所々砂分を含む。

貝殻や腐植物を含む。
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細～中粒砂を主体とする。

指圧で容易に崩れ、少量の貝殻片を

含む。含水比は低い。

砂 灰
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長さ5～60㎝の短棒状。

中粒～粗粒砂岩を主体とする。

所々、径1㎝以下の礫を含む礫岩を

狭在する。

岩級区分はCL級。
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




